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通常土地は、道路に付された路線価をもとに評価を行います。しかし時々、
１つの道路に２つ以上の路線価が付されているケースがあるのです。
下図をご覧ください。はじめの相続税申告では、路線価の高い１３万円で土地
の評価が行われました。しかし路線価を確認してみると、土地が道路に面して
いる距離１７ｍのうち３ｍは１３万円の路線価に面していましたが、残り１４ｍは
１２万５０００円の路線価に面していました。道路に２つ以上の路線価が付され
ている場合、路線価が変わる地点までの間口距離に従って、それぞれを加重
平均して路線価を計算し、その路線価をもとに土地を評価します。
対象地の道路に面している３ｍは１３万円、１４ｍは１２万５０００円の路線価と
してそれぞれの距離をかけたものを、合計の距離１７ｍで割った数値を路線価
とします。

※加重平均による正面路線価の計算式※
｛１３万円×３ｍ＋１２万５０００円×１４ｍ｝÷１７ｍ＝１２万５８８２円

当初で評価されていた１３万円と比べると、１㎡あたり４１１８円安く評価する
ことができ、さらに、この路線価の誤りの他に土地の形による減額の見落としも
あったので、対象地の相続税評価額は約８００万円減額となりました。
通常の宅地の正面路線価は、路線化に奥行き価格補正率を乗じた後の価額で
高いほうを正面路線としますが、広大地評価の正面路線価は、面している路線
のうち最も高い路線価で判定することとされています。このように、土地の評価
は大変複雑であるため、評価の基礎となる部分にも誤りが生じ、金額に大きな
違いが生まれてしまいます。

被相続人の死亡から
５年１０ヶ月の期間内
であれば既に相続税
の申告・納税がお済の
方でも、土地を再評価
して還付請求を行うこ
とで、払いすぎた相続
税を取り戻せる可能性
があります。
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民法の相続分野の改正法の施行が昨年の１月から始まっています。
今回は昨年の７月に施行された「預貯金の払い戻し制度」についてご紹介
いたします。

改正前は、遺産分割協議が終了するまで亡くなった方の口座は凍結され、預
貯金を引き出すことができませんでした。しかし、遺産分割協議が長引くこと
で葬式代の支払いや故人に養われていた人の生活費が不足するといった問
題がありました。そこで遺産分割協議前でも、預貯金について定められた範
囲の金額を、相続人が単独で金融機関の窓口で払い戻す制度がつくられま
した。相続人が引き出せる限度額は次の計算式でわかります。

相続開始時の預貯金の額✕１/３✕払い戻しを行う共同相続人の法定相続分

ただし、ひとつの金融機関から引き出せるのは最大150万円
までと定められています。

節分ではなぜ豆をまくのでしょうか？

それは、人間の命を支える五穀の中でも大豆が一番大きく、力
が強いと考えられていたから。また、「魔（ま）を滅（め）する＝
豆」という意味も込められていて、節分には必ず炒った豆を使う
のも、「豆を炒る」が「魔の目を射る」に通じるから。

さらに、豆まきに使う豆を枡に入れるのも「“ますます”力が“増
す”」という意味が込められています。豆まきをしたあと、年の数
（満年齢に新年の分として１粒プラスした数）だけ豆を食べると、
心身の邪気も払えて無病息災になります。


